
農業職

埼玉県職員職種紹介

埼玉県では、産出額が全国第７位の花き、同８位の野菜をはじめ、米、麦、果樹、畜産など
多彩な農産物が生産されています。また、本県には都市部だけでなく、美しい風景や伝統文
化を持つ魅力ある農山村があります。こうした埼玉の農業・農山村を更に元気にすることで、
豊かで安らぎある県民生活に貢献していくことができる仕事です。

◆主な業務内容

◆過去の埼玉県職員採用試験実施状況（農業職（上級））

◎問合せ先

仕事内容・配属先について
農林部 農業政策課 職員担当 TEL：048-830-4019

試験制度について
人事委員会事務局 任用審査課 採用試験担当

TEL：048-822-8181 E-mail：a6402-10@pref.saitama.lg.jp

【農林部】

農業政策課、農業ビジネス支援課、農産物安全課、農業支援課、生産振興課、各農林振興センター、農業大学校、
農業技術研究センター など

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

受験者 合格者 受験者 合格者 受験者 合格者 受験者 合格者 受験者 合格者

55 16 38 20 40 18 49 16 51 29

行政事務
農業・農村振興施策の企画・立案、制度運用・許認可及び県産農産物のPR、新規就農者支援
など各種事業の推進等を行っています。

【事業の例】
・新たな就農希望者が円滑に営農開始できるようにするための支援
・規模拡大を目指す農家や法人がまとまった農地を確保するための仕組みづくり
・埼玉農産物のブランド化や農業の６次産業化に向けた支援

普及指導
直接農業者に接して、生産方式の合理化、経営改善等の支援を行っています。

【活動の例】
・農業者を対象とした巡回指導、相談、農場展示、講習会・検討会の開催等

試験研究

最新の技術を活用した生産技術の開発、新品種の育成などの研究を行っています。

【研究の例】
・水稲、いちご、茶の魅力ある新品種の育成
・気候変動に対応した生産技術の開発
・生産性を向上させる画期的な生産技術の開発

◆主な配属先

◆入庁後のキャリアアップ
農家への農業生産技術の普及指導を行うために、普及指導員資格試験を受験し、資格を取得することが
できます。また、国等が主催する研修・講習会等に参加しています。

現地検討会

イチゴの調査
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